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市 

政 

方 

針

　

２
月
25
日
、
令
和
４
年
度
第
２
回
豊
岡
市
議
会
定
例
会
で
、
関
貫
市

長
が
２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
政
運
営
に

あ
た
る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
方
針
を
含
む
市
長
総
括
説
明
の
全
文
は
、

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
対
策
に

最
大
限
の
注
力

　

こ
れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を

意
識
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に

行
い
、同
時
に
市
民
の
皆
様
が「
住

ん
で
良
か
っ
た
」と
感
じ
、
平
穏

な
日
々
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
、
心
地
よ
く
、
安
心

し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
す
市
政
を
進
め
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
２
年
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
個
人
、

事
業
者
、
企
業
が
大
き
な
影
響
を

受
け
、
国
も
自
治
体
も
懸
命
に
対

策
に
注
力
し
て
い
ま
す
が
、
市
の

最
大
の
使
命
は
市
民
の
命
と
健
康
、

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

最
大
限
の
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

地
方
創
生
、
人
口
減
少
対
策
に
も

よ
り
一
層
注
力

　

併
せ
て
、
持
続
す
る
ま
ち
づ
く

り「
地
方
創
生
〜
人
口
減
少
対
策

〜
」に
、
よ
り
一
層
の
注
力
を
し
、

取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
で
、
世
の
中
の
意

識
、
動
き
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

人
口
集
中
、
安
価
を
求
め
た
生
産

拠
点
の
海
外
進
出
な
ど
の
弊
害
が

強
く
現
れ
、
地
方
分
散
型
テ
レ

ワ
ー
ク
、
生
産
拠
点
の
国
内
回
帰

な
ど
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
が
見
え
ま
す
。
地
方
創
生
の

進
め
方
も
、
選
択
肢
が
増
え
て
い

く
よ
う
に
見
え
ま
す
。
世
の
中
の

変
化
を
敏
感
に
捉
え
つ
つ
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
は
本
市
に
と
っ

て
の「
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）元
年
」と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
市
行
政
の
効

率
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
方

創
生
の
一
役
を
担
う
べ
く
Ｄ
Ｘ
の

推
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の

推
進
力
を
増
す
べ
く
、
４
月
か
ら

デ
ジ
タ
ル
庁
へ
職
員
を
派
遣
し
ま

す
。

　

２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
に
基

づ
く
、
若
者
回
復
率
の
新
し
い

数
値
が
で
ま
し
た
。
男
性
は
41
・

６
％
で
10
・
６
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、

女
性
は
28
・
５
％
で
１
・
８
ポ
イ

ン
ト
ア
ッ
プ
で
す
。
十
分
な
分
析

は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
人

口
減
少
問
題
を
考
え
る
時
、
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
改
め

て
内
容
改
善
に
向
け
、
地
方
創
生

の
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
合
わ
せ

経
済
対
策
に
取
り
組
む

　

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
世
の
中

の
意
識
、
動
き
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
今
後
の

豊
岡
市
の
目
指
す
べ
き
経
済
の
姿
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
向
性

を
定
め
る
新
し
い「
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
し
、
持
続
す
る
ま
ち
、

ま
ち
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
合
わ
せ
た
次

の
豊
岡
を
つ
く
る
べ
く
、
経
済
政

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

５
月
に
は
市
長
就
任
２
年
目
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
内
部
で
の
行
動
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
今
後
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
見
つ
つ
、
市
民
の

皆
様
と
触
れ
合
う
場
を
よ
り
多
く

持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

2022
令和４年度

３月議会定例会開会日に来年度の市政方針を説明する関貫市長
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3　 広報とよおか 2022年4月号

　2022年度予算については、人々の日々の暮らしを支えることを市政の基本としながら「豊岡
市ＤＸ元年～一歩ずつ前へ～」を打ち出し、予算編成しました。教育や福祉、土木など、市の
基本的な行政運営経費を経理する一般会計は総額458億６千万円、前年度当初予算と比較して
4.3％の減としました。

一般会計予算 458億6,000万円、4.3％の減

〈問合せ〉
財政課☎21–9014

人々の日々の暮らしを支える
豊岡市ＤＸ元年　～一歩ずつ前へ～

2022年度 予算案

社会保障費の増加に伴い増え続ける民生費
　民生費は、障害者（児）自立支援給付事業
費等の増加により４億3,170万円（3.3％）の増、
農林水産業費は、特産物集出荷施設整備事業、
基幹農道維持管理事業等の増加により２億
6,350万円（16.2％）の増としました。
　一方、総務費は、専門職大学連携推進費の
減額により８億9,022万円（11.5％）の減、消防
費は、高機能消防指令センター整備等の終了
により７億1,246万円（30.9％）の減としました。

基金から14億円取り崩し収支均衡を保つ
　新型コロナウイルス感染症の影響により落
ち込んでいた経済の回復傾向が見込まれるこ
とから、市税は６億713万円（6.8％）の増、地
方消費税交付金は１億5,144万円（8.7％）の増
としました。
　なお、市政推進のため必要不可欠な事業予
算を計上しましたが、歳出に見合う財源が不
足したため、財政調整基金から14億円を取り
崩し、収支均衡を図っています。

一般会計当初予算の推移（過去10年間）

歳入の内訳 歳出の内訳

　過去10年間では、14年度から16年度まで北
但ごみ処理施設整備等により予算額が増加し
ました。21年度も、子育て支援総合拠点等整
備事業、高機能消防指令センター整備事業、
専門職大学への寄付などにより予算額が増加
しましたが、22年度は、13年度と同程度の予
算規模です。

歳 出
458億
6,000万円

目的別

歳 入
458億
6,000万円

地方交付税（36.3%）
166億3,000万円

総務費（15.0%）
68億7,279万円

消防費（3.5%） 15億9,666万円
商工費（2.2%） 9億9,618万円

農林水産業費（4.1%）
18億9,137万円

教育費（8.9%）
40億6,240万円

衛生費（10.4%）
47億5,276万円

土木費（11.9%）
54億8,331万円

公債費（13.8%）
63億5,346万円

民生費（29.3%）
134億5,863万円

市税（20.9%）
95億9,038万円

国庫支出金（10.4%）
47億7,668万円

繰入金（5.2%）
23億8,909万円

地方消費税交付金
（4.1%） 18億9,000万円

諸収入（3.3%）  15億2,599万円
寄附金（2.2%）  10億2,100万円

使用料および手数料（1.7%）  7億6,088万円

市債（6.1%）
28億490万円

県支出金（7.3%）
33億2,534万円

その他（2.5%） 11億4,574万円
その他（0.9%）
3億9,244万円

20
12
20
13
20
14
20
15
20
16
20
17
20
18
20
19
20
20
20
21
20
22

400

450

500
（億円）

492

457

485

496
489

477

453

467

461

479

459

特
集

2〜7


